
氏名 木下　光生

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅰ

【学内活動】
（学内職歴を含む）

　教務委員
　弓道部顧問

【研究上の特記事項】

専門分野

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

　

  近世史フォーラム事務局長
　奈良歴史研究会研究委員長
　宇陀市教育委員会・片岡家文書調査員

授業科目

平　成　２４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　近世史フォーラム　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会　火葬研

　貧困・救済（セーフティーネット）・自己責任

　博士（文学）

　日本近世史

最終学歴

所属学会

　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

学部担当科目

・日本史Ⅰ（前期）
・日本史特殊講義（後期）
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ（通年）
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ（通年）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財史料論特殊講義Ⅱ（通年）



共著

単著

単著

単著 2012年10月
近世史フォーラム10月
例会

　1～35頁

　96～110頁

会場：大阪市立難波市民学習センター

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の

名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

2013年1月

2012年4月

『奈良史学』30

大阪歴史学会『ヒストリ
ア』231

（学術論文）

（著書）

吉川弘文館2012年5月

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要

（学会発表）

②「19世紀初頭の村民世帯収
支―大和国吉野郡田原村の事
例から―」

①「「国制と法」から歴史学の手
法を鍛える―水林彪『天皇制史
論』『国制と法の歴史理論』に接
して―」

担当論文「近世の葬送と墓制」（180～
246頁）

（その他）

①「書評　坂根嘉弘著『日本伝
統社会と経済発展』（農山漁村
文化協会、2011年12月）」

①勝田至編『日本葬制史』


